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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の品物（Ｃ）を収容するためのカートン（３）であって、該カートンは、
　前記カートンの内部周辺に少なくとも部分的に延在する複数のパネル（１１、１３、１
９、２５、３１）であって、トップパネル（１１、３１）、ボトムパネル（１９）、第１
のサイドパネル（１３）、および第２のサイドパネル（２５）を備える複数のパネルと、
　前記複数のパネルのうちのそれぞれのパネルにそれぞれ折り曲げ可能に取り付けられる
少なくとも２つの端部フラップ（３５、４５、５５、６５、７５）であって、互いに重な
り合うことによって、前記カートンの端部（２０７）を少なくとも部分的に閉じる、少な
くとも２つの端部フラップ（３５、４５、５５、６５、７５）と、
　前記カートンから品物を取り出せるようにするためのディスペンサ（７）であって、前
記カートンにおける切取線（２１５、２１７）によって少なくとも部分的に画定され、デ
ィスペンサ開口（１２９）を少なくともさらに開くために、少なくとも部分的に取り外さ
れるディスペンサパネル（１２７）を備え、前記ディスペンサパネル（１２７）は前記サ
イドパネル（１３、２５）のうちの少なくとも１つにおいて端部を有する、ディスペンサ
（７）と、を備え、
　前記切取線は、カートンの閉じられた端部において、上部切取線（２１７）と下部切取
線（２１５）と、を備え、前記上部切取線と下部切取線は離間して、前記閉じられた端部
にわたってそれぞれ延在し、
　前記サイドパネル（１３、２５）の少なくとも一方にアクセスパネル（１６５、１６７
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）が設けられており、前記サイドパネルからの前記端部の分離を開始して前記端部を掴ん
でディスペンサパネル（１２７）を取り外すのために、前記アクセスパネルは内側に折り
曲げられるようにされており、前記アクセスパネルは前記端部に隣接して、前記サイドパ
ネルの少なくとも一方に折り曲げ可能に取り付けられ、前記アクセスパネル（１６５）は
、前記第１および第２のサイドパネル（１３、２５）の一方に折り曲げ可能に接続される
作動パネル（１７３）を備え、前記アクセスパネル（１６５）は、前記作動パネルに折り
曲げ可能に接続される２つのアクセスフラップ（１８１、１８３）を備え、前記アクセス
フラップは、前記ディスペンサパネルの端部を画定する切取線（１３７）に沿って前記デ
ィスペンサパネル（１２７）から分離可能である、カートン。
【請求項２】
　前記少なくとも２つの端部フラップは、前記第１のサイドパネル（１３）に折り曲げ可
能に取り付けられる第１のサイド端部フラップ（４５）と、前記第２のサイドパネル（２
５）に折り曲げ可能に取り付けられる第２のサイド端部フラップ（６５）と、を備える、
請求項１に記載のカートン。
【請求項３】
　前記ディスペンサパネル（１２７）は、前記第１のサイドパネル（１３）の一部と、前
記第２のサイドパネル（２５）の一部と、前記第１のサイド端部フラップ（４５）の一部
と、前記第２のサイド端部フラップ（６５）の一部と、を含む、請求項２に記載のカート
ン。
【請求項４】
　前記上部切取線（２１７）は曲線であり、かつ前記閉じられた端部の中央に配置されて
いて下方に突出するリップ（２２１）を形成し、前記下部切取線（２１５）は、直線であ
り、且つ少なくとも２インチ（５０ｍｍ）の最低距離（Ｄ１）だけ前記上部切取線から離
間している、請求項１に記載のカートン。
【請求項５】
　前記ディスペンサは、前記ディスペンサ開口（１２９）を拡大するためのヒンジ（３０
５）と回動フラップ（３１５）とを備え、前記ヒンジは、前記第１のサイドパネル（１３
）と前記第２のサイドパネル（２５）のそれぞれに曲線の切取線（３１１、３１３）を備
え、前記回動フラップは、少なくとも前記閉じられた端部の一部（２０７）と、前記第１
のサイドパネル（１３）の一部と、前記第２のサイドパネル（２５）の一部と、を備える
、請求項１に記載のカートン。
【請求項６】
　前記作動パネル（１７３）は、折り目（１７５）において、前記第１および第２のサイ
ドパネル（１３、２５）の一方に折り曲げ可能に接続され、前記アクセスフラップ（１８
１、１８３）が前記作動パネル（１７３）にそれぞれ折り曲げ可能に接続される折り目（
１８５、１８７）は、前記作動パネル（１７３）が前記第１および第２のサイドパネル（
１３、２５）の一方に折り曲げ可能に接続される前記折り目（１７５）の対応する端部か
らそれぞれ延在する曲線の折り目（１８５、１８７）である、請求項１に記載のカートン
。
【請求項７】
　前記端部フラップは、トップ端部フラップ（３５、７５）とボトム端部フラップ（５５
）とを備え、前記トップ端部フラップは、前記トップ端部フラップに折り曲げ可能に取り
付けられたトップコーナーパネル（１０３、１１１）を有し、前記ボトム端部フラップは
、前記ボトム端部フラップに折り曲げ可能に取り付けられたボトムコーナーパネル（１２
１）を有し、前記トップコーナーパネルは、前記カートンの前記閉じられた端部において
トップ斜角コーナー（５）を形成し、前記ボトムコーナーパネルは、前記カートンの前記
閉じられた端部においてボトム斜角コーナー（５）を形成する、請求項１に記載のカート
ン。
【請求項８】
　カートンを形成するためのブランク（１）であって、



(3) JP 5078984 B2 2012.11.21

10

20

30

40

50

　複数のパネル（１１、１３、１９、２５、３１）であって、トップパネル（１１、３１
）と、ボトムパネル（１９）と、第１のサイドパネル（１３）と、第２のサイドパネル（
２５）と、を備える複数のパネル（１１、１３、１９、２５、３１）と、
　前記複数のパネルのうちのそれぞれのパネルにそれぞれ折り曲げ可能に取り付けられた
少なくとも２つの端部フラップ（３５、４５、５５、６５、７５）と、
　少なくとも１つのディスペンサパネル（１２７）を備えるディスペンサ機能部であって
、該ディスペンサパネル（１２７）は、前記ブランクから前記ディスペンサパネルを少な
くとも部分的に分離するために、切取線（２１５、２１７）によって少なくとも部分的に
画定され、前記ディスペンサパネル（１２７）は前記サイドパネル（１３、２５）のうち
の少なくとも一方に端部を有する、ディスペンサ機能部と、
　前記サイドパネルのうちの少なくとも一方にあり、前記サイドパネルからの前記ディス
ペンサの端部の分離および前記ディスペンサパネル（１２７）の取り外しのために前記端
部を掴むことを開始するように内側に折り曲げられるようにされている、アクセスパネル
（１６５、１６７）であって、前記アクセスパネルは前記ディスペンサの端部に隣接して
、前記サイドパネルのうちの少なくとも一つに折り曲げ可能に取り付けられている、アク
セスパネル（１６５、１６７）とを備え、前記切取線は前記少なくとも２つの端部フラッ
プに２つの離間する切取線（２１５、２１７）を備え、前記２つの切取線がそれぞれ前記
少なくとも２つの端部フラップにわたって延在し、前記アクセスパネル（１６５）は、前
記第１および第２のサイドパネル（１３、２５）のうちの一方に折り曲げ可能に接続され
る少なくとも１つの作動パネル（１７３）を備え、前記アクセスパネル（１６５）は、前
記作動パネルに折り曲げ可能に接続される２つのアクセスフラップ（１８１、１８３）を
備え、前記アクセスフラップは、前記ディスペンサパネル（１２７）の端部を画定する切
取線（１３７）に沿って前記ディスペンサパネル（１２７）から分離可能である、ブラン
ク。
【請求項９】
　前記少なくとも２つの端部フラップは、前記第１のサイドパネル（１３）に折り曲げ可
能に取り付けられる第１のサイド端部フラップ（４５）と、前記第２のサイドパネル（２
５）に折り曲げ可能に取り付けられる第２のサイド端部フラップ（６５）と、を備え、前
記ディスペンサパネル（１２７）は、前記第１のサイドパネル（１３）の一部と、前記第
２のサイドパネル（２５）の一部と、前記第１のサイド端部フラップ（４５）の一部と、
前記第２のサイド端部フラップ（６５）の一部と、を含む、請求項８に記載のブランク。
【請求項１０】
　前記２つの離間する切取線のうちの一方（２１７）は曲線であり、前記離間する切取線
のうちの他方（２１５）は直線であり、且つ前記切取線（２１５、２１７）は、少なくと
も２インチ（５０ｍｍ）の最低距離（Ｄ１）だけ離間している、請求項８に記載のブラン
ク。
【請求項１１】
　前記ディスペンサ機能部は、ヒンジ（３０５）と回動フラップ（３１５）とをさらに備
え、前記ヒンジは、前記第１のサイドパネル（１３）および前記第２のサイドパネル（２
５）のそれぞれに曲線の切取線（３１１、３１３）を備え、前記回動フラップは、前記サ
イド端部フラップ（４５、６５）の少なくとも一部と、前記第１のサイドパネル（１３）
の一部と、前記第２のサイドパネル（２５）の一部と、を備える、請求項８に記載のブラ
ンク。
【請求項１２】
　前記作動パネル（１７３）は、折り目（１７５）において、前記第１および第２のサイ
ドパネル（１３、２５）の一方に折り曲げ可能に接続され、前記アクセスフラップ（１８
１、１８３）が前記作動パネル（１７３）にそれぞれ折り曲げ可能に接続される折り目（
１８５、１８７）は、前記作動パネル（１７３）が前記第１および第２のサイドパネル（
１３、２５）の一方に折り曲げ可能に接続される前記折り目（１７５）の対応する端部か
らそれぞれ延在する曲線の折り目（１８５、１８７）である、請求項８に記載のブランク
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。
【請求項１３】
　カートン（３）を開く方法であって、該方法は、
　カートン（３）を設けるステップを含み、該カートン（３）は、該カートンの内部周辺
に少なくとも部分的に延在する複数のパネル（１１、１３、１９、２５、３１）を有し、
前記複数のパネルは、トップパネル（１１、３１）と、ボトムパネル（１９）と、第１の
サイドパネル（１３）と、第２のサイドパネル（２５）を備え、前記カートン（３）は、
前記複数のパネルのそれぞれのパネルに折り曲げ可能にそれぞれ取り付けられた端部フラ
ップ（３５、４５、５５、６５、７５）を有し、前記端部フラップは互いに重なり合うこ
とによって、前記カートンの閉じられた端部（２０７）を少なくとも部分的に形成し、前
記カートン（３）は、前記カートンの切取線（２１５、２１７）によって少なくとも部分
的に画定されるディスペンサパネル（１２７）を備えるディスペンサ（７）と、上部切取
線（２１７）およびこれに離間する下部切取線（２１５）を備える前記切取線と、を有し
、前記上部および下部切取線のそれぞれは前記閉じられた端部にわたって延在し、前記デ
ィスペンサパネルは、前記サイドパネル（１３、２５）のうちの少なくとも一方に端部を
、および前記サイドパネル（１３、２５）のうちの少なくとも一方にアクセスパネル（１
６５、１６７）を有し、前記アクセスパネルは前記端部に隣接して、前記サイドパネルの
うちの少なくとも一方に折り曲げ可能に取り付けられており、
　当該方法は、
　前記アクセスパネル（１６５、１６７）を内側に折り曲げることによって、前記ディス
ペンサパネルの前記端部から前記アクセスパネルを少なくとも部分的に分離し、前記ディ
スペンサパネル（１２７）にアクセスできるようにするステップと、
　前記ディスペンサパネルの前記端部を掴み、前記上部および下部切取線に沿って、前記
カートンを少なくとも部分的に切り取ることにより、前記カートンから前記ディスペンサ
パネルを少なくとも部分的に分離することによって、前記カートンにディスペンサ開口（
１２９）を形成するステップと、を含み、
　前記アクセスパネル（１６５）を内側に折り曲げるステップは、作動パネル（１７３）
を内側に折り曲げることによって、前記カートンから２つのアクセスフラップ（１８１、
１８３）を分離するステップを備え、前記カートンは、前記第１のサイドパネル（１３）
に少なくとも１つの切取線（１３５、１４１）と、前記第２のサイドパネル（２５）に少
なくとも１つの切取線（１４９、１５３）と、を備え、前記ディスペンサ開口は、前記第
１のサイドパネルおよび前記第２のサイドパネルの切取線に沿って、前記カートンを切り
取ること及び前記切取線（２１５、２１７）に沿って切り取ることによって形成される、
方法。
【請求項１４】
　前記ディスペンサ開口（１２９）を通して、前記カートンから容器（Ｃ）を取り出すス
テップをさらに備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記方法は、回動フラップ（３１５）を回動させて前記ディスペンサ開口（１２９）を
拡大することによって、前記カートンの前記ディスペンサ開口のサイズを大きくするステ
ップをさらに備え、前記カートンは、前記第１のサイドパネル（１３）および前記第２の
サイドパネル（２５）のそれぞれにある曲線の切取線（３１１、３１５）によって形成さ
れるヒンジ（３０５）を備え、前記回動フラップを回動する前記ステップは前記曲線の切
取線に沿って前記回動フラップを分離するステップを備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記作動パネル（１７３）は、折り目（１７５）において、前記第１および第２のサイ
ドパネル（１３、２５）の一方に折り曲げ可能に接続され、前記アクセスフラップ（１８
１、１８３）が前記作動パネル（１７３）にそれぞれ折り曲げ可能に接続される折り目（
１８５、１８７）は、前記作動パネル（１７３）が前記第１および第２のサイドパネル（
１３、２５）の一方に折り曲げ可能に接続される前記折り目（１７５）の対応する端部か
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らそれぞれ延在する曲線の折り目（１８５、１８７）である、請求項１３記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、円筒形の容器またはその他の種類の品物を保持し、取り出すための
カートンに関する。
【０００２】
［関連出願の記述］
　本出願は、２００６年３月１３日付申請の米国仮特許出願第６０／７８１，８７１の優
先権を主張する。上記参照の仮出願の全体は、全体として本願に提示されるように、引用
により組み込まれる。
【背景技術】
【０００３】
　１回に１つの容器を取り出すためのディスペンサを有する、容器の運搬が可能な完全に
囲まれたカートンは、過去に、使用されてきた。ディスペンサパネルを掴み、カートンか
ら取り外すために、ディスペンサ上に開口またはタブを含む、カートンの多様な場所に取
り外し可能なディスペンサパネルを備えたディスペンサが提供されてきた。容易に掴み、
カートンから取り外すことができるディスペンサパネル付きのカートンを提供することが
望ましい。
【発明の開示】
【０００４】
　概して、本発明の一態様は、複数の容器を保持するためのカートンに関する。カートン
は、複数の品物を収容するためのカートンを備える。カートンは、カートンの内部周辺に
少なくとも部分的に延在する複数のパネルを備える。複数のパネルは、トップパネルと、
ボトムパネルと、第１のサイドパネルと、第２のサイドパネルと、を備える。少なくとも
２つの端部フラップは、複数のパネルのそれぞれのパネルにそれぞれ折り曲げ可能に取り
付けられる。端部フラップは、互いに重なり合うことによって、カートンの端部を少なく
とも部分的に閉じる。ディスペンサによって、カートンから品物を取り出すことができる
。ディスペンサは、カートンの切取線によって少なくとも部分的に画定され、ディスペン
サ開口を少なくともさらに開くために、少なくとも部分的に取り外すために、ディスペン
サパネルを備える。閉口端部では、切取線は、上部の切取線と下部の切取線を備え、上部
と下部の切取線は離間して、それぞれ閉口端部に延在している。サイドパネルのうちの少
なくとも１つのアクセスパネルは、ディスペンサパネルの取り外しを開始するように内側
に折り曲げるためのものである。
【０００５】
　別の態様では、本発明は、概して、カートンを形成するためのブランクに関する。ブラ
ンクは複数のパネルを備える。複数のパネルは、トップパネルと、ボトムパネルと、第１
のサイドパネルと、第２のサイドパネルと、を備える。少なくとも２つの端部フラップは
、複数のパネルのそれぞれのパネルにそれぞれ折り曲げ可能に取り付けられる。ディスペ
ンサ機能部は、少なくとも１つのディスペンサパネルを備え、そのディスペンサパネルは
、ブランクから前記ディスペンサパネルを少なくとも部分的に分離するために、切取線に
よって少なくとも部分的に画定される。該切取線は、少なくとも２つの端部フラップに２
つの離間する切取線を含む。２つの切取線は、それぞれ、少なくとも２つの端部フラップ
に延在する。サイドパネルのうちの少なくとも１つのアクセスパネルは、ディスペンサパ
ネルの取り外しを開始するように内側に折り曲げるためのものである。
【０００６】
　別の態様では、本発明は、概して、カートンを開く方法に関する。該方法は、カートン
の内部周辺に少なくとも部分的に延在する複数のパネルを有するカートンを提供するステ
ップを備える。複数のパネルは、トップパネルと、ボトムパネルと、第１のサイドパネル
と、第２のサイドパネルと、複数のパネルのそれぞれのパネルにそれぞれ折り曲げ可能に
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取り付けられる端部フラップと、を備える。端部フラップは、互いに重なり合うことによ
って、カートンの閉口端部を少なくとも部分的に形成する。ディスペンサは、カートンの
切取線によって少なくとも部分的に画定されるディスペンサパネルを備える。切取線は、
上部の切取線と、離間する下部の切取線と、を備え、上部と下部の切取線のそれぞれは、
閉口端部に延在する。アクセスパネルは、サイドパネルのうちの少なくとも１つに存在す
る。該方法は、ディスペンサパネルを使用できるように、アクセスパネルを内側に折り曲
げるステップと、カートンにディスペンサ開口を形成するように、上部と下部の切取線に
沿ってカートンを少なくとも部分的に切り取ることによって、カートンからディスペンサ
パネルを少なくとも部分的に分離するステップと、をさらに備える。
【０００７】
　別の態様では、本発明は、概して、複数の品物を収容するためのカートンに関する。カ
ートンは、カートンの内部周辺に少なくとも部分的に延在する複数のパネルを備える。端
部フラップは、複数のパネルのそれぞれのパネルにそれぞれ折り曲げ可能に取り付けられ
る。端部フラップは、互いに重なり合うことによって、カートンの端部を少なくとも部分
的に閉じる。ディスペンサは、カートンの切取線によって少なくとも部分的に画定される
ディスペンサパネルを備える。閉口端部では、切取線は、上部の切取線と、下部の切取線
と、を含む。アクセスパネルは、ディスペンサパネルの取り外しを開始するように、内側
に折り曲げるために、パネルのうちの少なくとも１つにある。
【０００８】
　別の態様では、本発明は、概して、カートンを形成するためのブランクに関する。ブラ
ンクは、複数のパネルと、複数のパネルのそれぞれのパネルに、それぞれ折り曲げ可能に
取り付けられる少なくとも２つの端部フラップと、を備える。ブランクのディスペンサ機
能部は、少なくとも１つのディスペンサパネルを備え、そのディスペンサパネルは、ブラ
ンクから前記ディスペンサパネルを少なくとも部分的に分離するために、切取線によって
少なくとも部分的に画定される。切取線は、少なくとも２つの端部フラップに２つの離間
する切取線を含む。パネルのうちの少なくとも１つのアクセスパネルは、ディスペンサパ
ネルの取り外しを開始するように、内側に曲げるためのものである。
【０００９】
　別の態様では、本発明は、概して、カートンを開く方法に関する。該方法は、カートン
の内部周辺に少なくとも延在する複数のパネルと、複数のパネルのそれぞれのパネルにそ
れぞれ折り曲げ可能に取り付けられた端部フラップであって、互いに重なり合うことによ
って、カートンの閉口端部を少なくとも部分的に形成する端部フラップと、カートンの切
取線によって少なくとも部分的に画定されるディスペンサパネルを備えるディスペンサと
、を有するカートンを提供するステップを備える。閉口端部では、切取線は上部の切取線
と下部の切取線とを備え、カートンは、パネルのうちの少なくとも１つにアクセスパネル
をさらに備える。該方法は、ディスペンサパネルを使用できるように、アクセスパネルを
内側に折り曲げるステップと、カートンにディスペンサ開口を形成するように、ディスペ
ンサパネルを掴み、上部と下部の切取線に沿ってカートンを少なくとも部分的に切り取る
ことによって、カートンからディスペンサパネルを少なくとも部分的に分離するステップ
と、をさらに備える。
【００１０】
　当業者は、以下に列挙された図面を参照しながら、以下の実施形態の詳細な説明を読む
ことによって、上記の利点およびその他の利点、および多様な追加の実施形態の利点を理
解するであろう。
【００１１】
　通例に従い、以下で説明する図面の多様な機能は、一定の縮尺比で描かれているとは限
らない。図面の多様な機能や要素の寸法は、本発明の実施形態をより明確に示すために、
拡大または縮小されている場合がある。
【００１２】
　図面のいくつかの図において、対応する参照文字は対応する部分を示す。



(7) JP 5078984 B2 2012.11.21

10

20

30

40

50

【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　図示された実施形態の詳細な説明
　本発明は、概して、カートンのためのディスペンサに関する。本発明は、例えば、食品
や飲物などの品物または他の製品を収容するカートンにおいて使用することが可能である
。品物は、例えば、缶、ボトル、ＰＥＴ容器、またはパッケージ食品に使用されるような
他の容器など、飲物の容器も含むことができる。説明の目的であって、本発明の範囲を制
限する目的のためではなく、以下の詳細な説明は、概して、カートンの実施形態内に配置
される円筒形の飲物容器を説明する。本明細書において、「下部」「ボトム」「上部」お
よび「トップ」という用語は、完全に組み立てられたカートンに対して決定される方向を
示す。
【００１４】
　図１は、本発明の第１の実施形態に従い、概して３（図２～７）で示されたカートンを
形成するために使用される、概して１で示されたブランクの第１の外側２の平面図である
。ブランク１は、縦軸Ｌ１と横軸Ｌ２を有する。図２に示されているように、カートン３
は、概して、長方形の形状で、３×４の配置に１２の円筒形容器Ｃ（図７）を保持するた
めに構成される。図示された実施形態では、カートン３は、概して５で示された斜角コー
ナーを有するが、本発明の範囲から逸脱することなく、カートン３は、その他の形状にす
ることができ、その他の構成（例えば２×６、３×６、２×６×２、３×４×２など）で
同じまたは異なる数の容器Ｃを保持することができることが理解される。以下に詳細を説
明するように、カートン３は、カートン１の容器Ｃを取ることができるように、概して７
で示されたディスペンサを有する。
【００１５】
　ブランク１は、第１の横方向の折り目１５で第１のサイドパネル１３に折り曲げ可能に
接続される第１のトップフラップまたはパネル１１と、第２の横方向の折り目２１で第１
のサイドパネル１３に接続されるボトムパネル１９と、第３の横方向の折り目２７でボト
ムパネル１９に折り曲げ可能に接続される第２のサイドパネル２５と、第４の横方向の折
り目３３で第２のサイドパネル２５に折り曲げ可能に接続される第２のトップフラップま
たはパネル３１と、を備える。
【００１６】
　第１のトップパネル１１は、それぞれの縦方向の折り目３９、４１で第１のトップ端部
パネル３５および第２の端部フラップ３７に折り曲げ可能に接続される。第１のサイドパ
ネル１３は、それぞれの縦方向の折り目４９、５１で第１のサイド端部フラップ４５と第
２のサイド端部フラップ４７に折り曲げ可能に接続される。ボトムパネル１９は、それぞ
れの縦方向の折り目５９、６１で第１のボトム端部フラップ５５と第２のボトム端部フラ
ップ５７に折り曲げ可能に接続される。第２のサイドパネル２５は、それぞれの縦方向の
折り目６９、７１で第１のサイド端部フラップ６５と第２のサイド端部フラップ６７に折
り曲げ可能に接続される。第２のトップパネル３１は、それぞれの縦方向の折り目７９、
８１で第１のトップ端部フラップ７５と第２のトップ端部フラップ７７に折り曲げ可能に
接続される。図示された実施形態では、ブランク１の第１のトップパネル１１は、概して
８５で示される第１のハンドル口を有し、第２のトップパネル３１は、概して８７で示さ
れる第２のハンドル口を有する。
【００１７】
　図示された実施形態では、第１のサイドパネル１３の第１と第２のサイド端部フラップ
４５、４７は、各々、それぞれの縦方向の折り目９３、９５でサイド端部フラップに接続
されるそれぞれの接着フラップ８９、９１を有する。一実施形態では、第１と第２のトッ
プ端部パネル３５、３７の各々は、各々のトップ端部フラップのトップコーナーパネル１
０３、１０５を形成するように、縦方向の折り目３９、４１から横方向に離間して、概し
て平行な、それぞれの中間縦方向の折り目９７、９９を含む。同様に、第２のトップパネ
ル３１の第１と第２のトップ端部フラップ７５、７７は、各々、それぞれのトップコーナ
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ーパネル１１１、１１３を形成するように、縦方向の折り目７９、８１から横方向に離間
して、概して平行なそれぞれの中間縦方向の折り目１０７、１０９を有する。第１と第２
のボトム端部フラップ５５、７５は、各々、各ボトム端部フラップのボトムコーナーパネ
ル１２１、１２３を形成するように、縦方向の折り目５９、６１から横方向に離間して、
概して平行な中間縦方向の折り目１１７、１１９を有する。以下に詳細を説明するように
、トップコーナーパネル１０３、１０５、１１１、１１３は、組み立てられたカートン３
のトップ斜角コーナー５を形成し、ボトムコーナーパネル１２１、１２３は、組み立てら
れたカートンのボトム斜角コーナーを形成する。コーナーパネル１０３、１０５、１１１
、１１３、１２１，１２３は、本発明の範囲から逸脱することなく、ブランク１から省略
される可能性があることが理解されよう。さらに、ブランク１は、本発明の範囲から逸脱
することなく、縦方向の折り目３９、４９、５９、６９および７９は、単独の連続した縦
方向の折り目で置換し、縦方向の折り目４１、５１、６１、７１、８１は、単独の連続し
た縦方向の折り目で置換するように、構成される可能性がある。
【００１８】
　ディスペンサ７は、カートンブランク１に取り外し可能に取り付けられるディスペンサ
パネル１２７を含む。ディスペンサパネル１２７がカートン３から取り外されると、ディ
スペンサ７のディスペンサ開口１２９（図７）は、容器Ｃをカートンから選択的に取り出
せるように、露出する。図１に示されているように、ディスペンサパネル１２７は、接着
フラップ８９の外側端から縦方向の折り目４９まで、サイドフラップ４５で横方向に延在
する第１の切取線１３１と、第１の切取線から離間し、接着フラップの外側端から縦方向
の折り目４９まで、概して横方向に延在する第２の曲線の切取線１３３によってブランク
１に画定される。図示された実施形態では、第２の切取線１３３は曲線なので、第１と第
２の切取線は、接着フラップ８９の外側端よりも、縦方向の折り目４９で縦方向の距離が
大きく離間する。第３の切取線１３５は、第１の切取線１３１と縦方向の折り目４９との
交差点から第１のサイドパネル１３へ、概して横方向に延在し、第１のサイドパネルに配
置された第４の切取線１３７と交差する。第５の切取線１４１は、第２の切取線１３３と
縦方向の折り目４９の交差点から第１のサイドパネル１３へ斜めに延在し、第４の切取線
１３７と交差する。第４の切取線１３７は、概して、アーチ状で、第１のサイドパネル１
３のディスペンサ１２７パネルの端部を画定するように、第１のサイドパネルの第３と第
５の切取線１３５、１４１に接続する。
【００１９】
　ディスペンサ７は、サイドフラップ６５でフラップの外側端から縦方向の折り目６９ま
で横方向に延在する第６の切取線１４５と、第６の切取線から離間して、フラップ６５の
外側端から縦方向の折り目６９まで概して横方向に延在する第７の曲線の切取線１４７を
含む。図示した実施形態では、第７の切取線１４７は曲線なので、第６と第７の曲線１４
５、１４７は、フラップ６５の外側端よりも、縦方向の折り目６９で縦方向の距離が大き
く離間する。第８の切取線１４９は、第６の切取線１４５と縦方向の折り目６９との交差
点から第２のサイドパネル２５へ、概して横方向に延在して、第２のサイドパネルに配置
された第９の切取線１５１と交差する。第１０の切取線１５３は、第７の切取線１４７と
縦方向の折り目６９との交差点から第２のサイドパネル２５へ、概して斜めに延在し、第
９の切取線１５１と交差する。第９の切取線１５１は、概して、アーチ状で、第２のサイ
ドパネル２５のディスペンサ１２７パネルの端部を画定するように、第２のサイドパネル
２５の第８と第１０の切取線１４９、１５３を接続する。図示した実施形態では、第１、
第２、第３、第４、および第５の切取線１３１、１３３、１３５、１３７、１４１は、端
部フラップ４５、および、サイドフラップ６５とサイドパネル２５の第６、第７、第８、
第９および第１０の切取線１４５、１４７、１４９、１５１、１５３によって画定される
ディスペンサパネルの第２の部分１５９の鏡像（組み立てられていないブランク１を示す
図１に示されているように）であるサイドパネル１３のディスペンサパネル１２７の第１
の部分１５７を画定する。
【００２０】



(9) JP 5078984 B2 2012.11.21

10

20

30

40

50

　ブランク１は、第１のサイドパネル１３に、概して１６５で示された第１のアクセスパ
ネルと、第２のサイドパネルに、概して１６７で示された第２のアクセスパネルと、を含
む。第１と第２のアクセスパネル１６５、１７６によって、ディスペンサパネル１２７は
、いずれか（または両方の）側面端から掴むことや、カートン１から取り出すことができ
るようになる。あるいは、本発明の範囲から逸脱することなく、ブランク１は、第１と第
２のアクセスパネル１６５、１６７のうちの１つだけを有する場合がある。
【００２１】
　第１のアクセスパネル１６５は、第３と第５の切取線１３５，１３７に対する交差点を
超えて延在するアーチ状の第４の切取線１３７の端部の間を延在する縦方向の折り目１７
５によって、サイドパネル１３に折り曲げ可能に接続される作動パネル１７３を備える。
アクセスパネル１６５は、第１と第２の曲線の折り目１８５、１８７によって作動パネル
１７３に折り曲げ可能に接続される２つのアクセスフラップ１８１、１８３を含む。曲線
の折り目１８５、１８７の各々の第１の端部は、縦方向の折り目１７５のそれぞれの端部
から延在し、曲線の折り目のそれぞれの第２の端部は、アーチ状の第４の切取線１３７の
中間点で概して収束する。図１に示されているように、２つのアクセスフラップ１８１、
１８３は、概して花弁形状で、第４のアーチ状の切取線１３７の一部とそれぞれの曲線の
折り目１８５、１８７によって画定される。
【００２２】
　第２のサイドパネル２５の第２のアクセスパネル１６７は、概して、第１のアクセスパ
ネル１６５のように構築される。第２のアクセスパネル１６５は、アーチ状の第９の切取
線１５１の端部の間を延在する縦方向の折り目１９３によって、サイドパネル２５に折り
曲げ可能に接続される作動パネル１９１と、第１と第２の曲線の折り目２０１、２０３に
よって作動パネル１９１に折り曲げ可能に接続される２つの花弁状のアクセスフラップ１
９５、１９７と、を含む。
【００２３】
　カートン３は、まず、第１のトップパネル１１を第２のトップパネル３１に重ね合わせ
て、２つのトップパネルをのり付けまたは他の方法で接着することによって、ボトムパネ
ル１９、第１のサイドパネル１３、接着した第１と第２のトップパネル１１、３１、およ
び第２のサイドパネル２５が、概して筒状のスリーブを形成するように開くまたは設定で
きるように、ブランク１から組み立てることができる。概して筒状のスリーブは、例えば
、概して２０７と示された（図２）第１の端部パネルを形成するように、カートン３の１
つの端部で端部フラップ３５、４５、５５、６５、７５を折り曲げて、接着することによ
って、および、概して２０９と示された第２の端部パネルを形成するように、カートンの
もう一方の端部で端部フラップ３７、４７、５７、６７、７７を折り曲げて、接着するこ
とによって、閉じることができる。図示された実施形態では、コーナーパネル１０３、１
０５、１１１、１１３を接着した第１と第２のトップパネル１１、３１に対して斜角に配
置するように、それぞれの横方向折り目３９、４１、７９、８１の周囲でそれぞれのトッ
プ端部フラップ３５、７５、３７、７７を内側に折り曲げることと、それぞれの中間折り
目１０３、１０５、１０７、１０９の周囲でトップ端部フラップを下側に折り曲げること
によって、端部パネル２０７、２０９を閉じると、カートン３のトップ斜角コーナー５が
形成される。ボトム斜角コーナー５は、各ボトムコーナーパネルをボトムパネル１９に対
して斜角に配置するように、それぞれの横方向折り目５９、６１の周囲でそれぞれのボト
ム端部フラップ５５，５７を上側に折り曲げることと、それぞれの中間折り目１１７、１
１９の周囲でボトム端部フラップを上側に折り曲げることによって、形成される。サイド
フラップ４５、６５は、その後、カートン３の第１の閉口端部２０７を形成するように重
ね合わせることができ、サイドフラップ４７、６７は、カートンの第２の閉口端部２０９
を形成するように重ね合わせることができる。容器Ｃまたはその他の品物は、例えば、カ
ートン３の１つまたは両方の端部２０７、２０９が端部フラップ３５、４５、５５、６５
、７５およびまたは端部フラップ３７、４７、５７、６７、７７によって閉じられる前に
、いつでもスリーブに入れることができる。
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【００２４】
　図２は、図１で図示されたブランク１から組み立てられたカートン３の斜視図であり、
容器Ｃが装填されていて、第１と第２の端部２０７、２０９が閉じられている。図３～７
に示されているように、また、許容される方法に従い、以下に説明するように、ディスペ
ンサ開口１２９を露出するようにディスペンサパネル１２７を取り外すことによって、容
器Ｃをカートン３から選択的に取り出すことができるように、ディスペンサ７を開くこと
ができる。図３～６に示されているように、ディスペンサパネル１２７の第１の部分１５
７の片側端は、カートン３の第１のアクセスパネル１６５を押すことによって、ユーザが
掴むために露出することができる。図３および４に示されているように、圧力を作動パネ
ル１７３に加えて、作動パネルを内側に押して、アクセスフラップ１８１、１８３を、そ
れぞれの曲線の折り目１８５、１８７周りに外方に回動させる。アクセスフラップ１８１
、１８３が回動すると、アクセスフラップはアーチ状の第４の切取線１３７に沿ってディ
スペンサパネル１２７から分離する（例えば、切り取られる）。図５に示されているよう
に、ディスペンサパネル１２７からアクセスフラップ１８１、１８３を分離後、アクセス
フラップの端部とディスペンサパネルの端部の間に少なくとも１本の指を挿入することに
よって、ディスペンサパネルの第１の部分１５７の端部がユーザによって掴まれる。カー
トンからディスペンサパネルの取り外しを開始すべく、パネルの第１の部分１５７を掴み
、ディスペンサパネルの端部を、第３と第５の切取線１３５、１４１（図６）に沿ってパ
ネルを切り取る方向に引っ張ることによって、ディスペンサパネル１２７は、取り外され
る。図７と図８に示されているように、ディスペンサパネル１２７は、第１、第２、第６
、第７、第８、第９、および第１０の切取線１３１、１３３、１４５、１４７、１４９、
１５１、１５３に沿ってさらに切り取ることによって、カートン３から完全に取り除くこ
とができる。図７に示されているように、アクセスパネル１６５は、典型的に、ディスペ
ンサパネル１２７の取り外し後、折り目１７５に沿って、サイドパネル１３に取り付けら
れたままになる。第２のアクセスパネル１６５は、カートン３の反対側（非表示）で第９
の切取線１５１に沿って切り取ることによって、ディスペンサパネル１２７の第２の部分
１５９の取り外し後、サイドパネル２５に取り付けられたままになる。
【００２５】
　カートン３は、第１または第２のアクセスパネル１６５、１６７のいずれかから、ディ
スペンサパネルを使用することができるようにすることによって、ディスペンサパネル１
２７の右手または左手どちらかで取り外すように構成されていることが理解される。さら
に、本発明の範囲から逸脱することなく、カートン３は、１つのアクセスパネルだけを有
することができる。また、本発明の範囲から逸脱することなく、カートン３は、カートン
の第２の端部２０９に第２のディスペンサ（非表示）を有することができる。
【００２６】
　ディスペンサ７の第１、第３、第６および第８の切取線１３１、１３５、１４５、１４
９は、カートン３の閉口端部２０７に、概して２１５で示される（図２）下側（第１）の
切取線を形成し、第２、第５、第７および第１０の線１３３、１４１、１４７、１５３は
、カートンの閉口端部に概して２１７で示される上側（第２）の切取線を形成する。第１
の実施形態に従い、ディスペンサパネル１２７が取り外される際に、容器Ｃがディスペン
サ開口１２９の外側へ転がり出ることを防ぐようにして、ディスペンサ７のトップとボト
ムの切取線２１５、２１７は、ボトムパネル１９の上方で離間している。例えば、そして
、第１の実施形態に従い、ボトムの切取線２１５は、ボトムパネル１３から測定すると、
容器Ｃの直径の約４０％から８０％の間の高さＨ２に存在して、カートン３からボトム容
器が転がり出ることを防ぐ。第１の実施形態に従い、閉口端部２０７のトップ切取線２１
７は、ボトム列の容器Ｃの直径に中間列の容器の直径未満の距離を足したに等しい、高さ
Ｈ１に配置されて、カートン３から中間列の容器が転がり出ることを防ぐ。一実施形態で
は、トップ切取線２１７は、ボトム列の容器Ｃの直径に中間列の容器の直径の約６０％か
ら約９０％の間の距離を足したものに等しい、高さに配置される。
【００２７】
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　第１の実施形態に従い、ディスペンサパネル１２７が取り外される際に、カートン３に
全ての容器Ｃを保持するのに十分な高さに存在し、切取線は、両方の軸の端部で取り外さ
れる容器を掴むことによって、容器を簡単に取り外すことができる十分な距離でボトム切
取線２１５とトップ切取線２１７とが離間している。トップ切取線２１７の湾曲によって
、カートン３に容器Ｃの保持を促進し、取り外す容器を掴みやすくする。トップ切取線２
１７は、カートン３の保持力を増加させるリップ２２１を形成する閉口端部２０７の中央
線近くに下側部分を有する。図示された実施形態では、リップ２２１は、概して、リップ
がディスペンサ開口１２９の中間で下方向に延在するように、カートン３の閉口端部２０
７の中央に配置される。トップ切取線２１７は、容器を掴むために、容器Ｃの端部の露出
を増加できるように、リップ２２１からそれぞれのサイドパネル１３、２５に向かって上
方に湾曲する。トップ切取線２１７の高さＨ１は、リップ２２１を形成する切取線の低点
から測定される。ボトム切取線２１５も、本発明の範囲から逸脱することなく、湾曲させ
るようにしてもよいことが理解される。
【００２８】
　図７に示されているように、カートン３のディスペンサ開口１２９の端部が、ディスペ
ンサ７の切取線１３１、１３３、１３５、１３７、１４１、１４５、１４７、１４９、１
５１、１５３の形状に対応する。ディスペンサ開口１２９は、図示された実施形態の３×
４の配置においてリップ２２１が容器Ｃの中間列または第２の列を保持するような形状で
ある。ディスペンサ開口１２９は、ディスペンサ開口から露出した第２の列の容器を掴ん
で取り外すことができるように、サイドパネル１３、２５の第２の列の露出した容器Ｃを
取ることができるような形状でもある。ディスペンサ７および／またはカートン３は、本
発明の範囲から逸脱することなく、容器の他の列または行を保つ形状など、その他の形状
や配列とすることができる。
【００２９】
　図２に示されているように、上部と下部の切取線は、最小距離Ｄ１の約２．３インチ（
５８ｍｍ）および最大距離Ｄ２の約２．６インチ（６６ｍｍ）離間する。図示された実施
形態では、最小距離Ｄ１は、カートン５の端部２０７のリップ２２１のほぼ低点に位置し
、最大距離Ｄ２は、端部フラップ４５、６５をサイドパネル１３、２５にそれぞれ接続す
る折り目４９，６９近くのリップのいずれかの側に位置する。高さＨ１は、少なくとも約
４．６インチ（１１７ｍｍ）にすることができる。一実施形態では、高さＨ２は少なくと
も約２．３インチ（６６ｍｍ）にすることができ、容器Ｃは少なくとも約２～１／２イン
チ（６３ｍｍ）の直径を有することができる。上部と下部の切取線は、本発明から逸脱す
ることなく、代替の形状および配置にすることができる。最小距離Ｄ１および最大距離Ｄ
２など、しかしこれらに限定されず、提供されている寸法情報は、典型的例のみであって
、列挙されている寸法より大きく、または小さくすることができ、本発明の範囲を限定す
ることを意図するものではないことが理解される。
【００３０】
　図８は、本発明の第２の実施形態の、概して３０３と示されているカートンを形成する
ための、概して３０１と示されているブランクを示す。第２の実施形態のカートン３０３
は、第１の実施形態のカートン３にほぼ類似するが、カートン３０３は、容器Ｃを、より
容易に取り出すことができるように、ディスペンサ開口１２９を拡大できるようにする、
概して３０５（図９）で示されているヒンジを含む点が異なる。従って、同様な参照番号
は、第１と第２の実施形態の類似または同一な機能を示すために使用されている。ヒンジ
は、ディスペンサ７の第３の切取線１３５から横方向の折り目２１まで延在する、ブラン
ク３０１の第１の曲線の切取線３１１と、ディスペンサの第８の切取線１４９から横方向
の折り目２７まで延在する第２の曲線の切取線３１３と、を含む。ディスペンサ７の第１
および第２の曲線の切取線３１１、３１３、および、第１、第３、第６および第８の切取
線１３１、１３５、１３５、１４１、１４９は、カートン３０３の回動フラップ３１５を
画定する。図示された実施形態では、回動フラップ３１５は、サイド端部フラップ４５，
６５の少なくとも一部と、第１のサイドパネル１３と、第２のサイドパネル２５と、を備
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える。回動フラップ３１５は、本発明から逸脱することなく、その他の形状および配置と
することができる。
【００３１】
　ディスペンサパネル１２７は、第１の実施形態の上記と同様な方式でカートン３０３か
ら取り外すことができる。ディスペンサ開口１２９を露出するようにディスペンサパネル
１２７を取り外した後、回動フラップ３１５を掴み、カートン３０３の内側から外側へ引
っぱることができるので、フラップはヒンジ３０５のそれぞれの第１および第２の曲線３
１１、３１３周りに回転する。ヒンジ３０５は、回動フラップ３１５の運動が、カートン
の容器Ｃをより容易に取り出すことができるように、ディスペンサ開口１２９を拡大する
ことができる。特に、回動フラップ３１５は、ディスペンサ開口１２９が拡大するように
下方に回転することが可能であるため、ボトム容器Ｃを容易に掴んで容器３０３から取り
出すことができるようになる。
【００３２】
　本発明は、品物を容易に取り出すことを可能にする追加の開口機能などの多様な機能、
および、カートンの前後の端部に品物を配置する傾斜機能を含むカートンで使用すること
が可能である。
【００３３】
　本発明の実施形態のいずれかに従うブランクは、例えば、コーティングされた板紙や同
様な素材から形成することが可能である。例えば、ブランクの内側および／または外側は
、クレーコーティングを塗布することが可能である。その後、クレーコーティングに、製
品、広告、価格コード、およびその他の情報または画像を印刷することができる。その後
、ブランクは、ブランク上に印刷された情報を保護するように、ニスを塗布することがで
きる。また、ブランクは、例えば、湿気保護層などで、ブランクの片面または両面をコー
ティングすることができる。上述の実施形態に従い、ブランクは、普通紙よりも重く、剛
性が強くなるような厚みの板紙で製造することができる。また、ブランクは、ダンボール
紙、硬化紙、または、カートンが上記のように少なくとも一般的に機能できるために適し
た特性を有する、その他任意の素材など、他の素材から製造することが可能である。さら
に、ブランクは、選択したパネルまたはパネルセクションに１枚以上のシート状の素材で
ラミネートまたはコーティングすることも可能である。
【００３４】
　「線」という用語は、本明細書では、単なる直線だけではなく、湾曲、曲線または角度
を付けて配置された線など、その他の種類の線も含む。
【００３５】
　上記の実施形態は、のりによって接着された１つ以上のパネルを有するとして説明され
る。「のり」という用語は、カートンパネルを定位置に固定するために一般的に使用され
るすべての方式の接着に及ぶことを意図する。
【００３６】
　典型的な実施形態によると、折り目は、必ずしも直線ではないが、それに沿って折り畳
むことを促進する実質的に直線のいかなる弱化の形式でもありうる。本発明の範囲を狭め
ることを目的としないが、より具体的には、折り目は、望ましい弱化線に沿って、素材に
破砕あるいは押下部分を形成する、鈍いスコアリングナイフなどで形成された線などのス
コアライン、望ましい弱化線に沿って、素材に部分的に延在する切り目、および／または
望ましい弱化線に沿って、素材に部分的におよび／または完全に通過して延在する一連の
切り目、およびこれらの機能の多様な組み合わせ、を含む。折り目を形成するために切り
目が使用されている場合においては、典型的に、切り目は、分別のあるユーザが、誤まっ
て折り目を切取線と見なす場合がある程度までには過度ではないようにする。
【００３７】
　例として、切取線は、望ましい弱化線に沿って素材に部分的に延在するスリット、およ
び／または望ましい弱化線に沿って素材に部分的および／または完全に通過して延在する
一連の離間したスリット、またはこれらの機能部の多様な組み合わせ、を含むことが可能
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の離間したスリットの形で、典型的に切取線に沿って一時的に素材を接続するために、刻
み目（例えば、素材の小さい橋状の部分）が、隣接のスリットの間に画定されるように、
わずかに離間したスリットが隣接する。刻み目は、切取線に沿って裂くと破れる。刻み目
は、典型的に、切取線の比較的小さい割合を占め、代替的には、切取線が連続した切り目
線であるように、切取線から刻み目を省略または切り裂くことが可能である。つまり、各
々の切取線が連続したスリットなどに置換されることは、本発明の範囲内である。例えば
、切り目線は、本発明から逸脱することなく、連続したスリットにすることが可能、また
は、スリットよりも幅広い可能性がある。
【００３８】
　本発明の前述の説明は、本発明の多様な実施形態を図示して説明された。本発明の範囲
から逸脱することなく、上記の構成に多様な変更を加えることが可能であるので、上記の
説明に含まれたあるいは添付の図面に示されたすべての事柄は、説明のためであり、限定
を意味するものではないと解釈すべきであると意図される。さらに、本発明の範囲は、請
求項の範囲内である、上記に説明した実施形態の多様な変形、組み合わせ、代替などに及
ぶ。これに加えて、本開示は、本発明の選択された実施形態のみを示して説明するが、本
発明は、その他多様な組み合わせ、変更および環境において使用することが可能であり、
本明細書に示されたように、発明概念の範囲内の変更または変形、上記の教示に相応して
、および／または関連分野の技術または知識内で可能である。さらに、それぞれの実施形
態の一定の機能および機能部は、本発明の範囲から逸脱することなく、選択的に交換およ
びその他の説明されたおよび説明されていない本発明の実施形態に適用することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明の第１の実施形態に従い、カートンを形成するために使用されるブランク
の平面図である。
【図２】カートンの正面斜視図である。
【図３】作動状態のアクセスパネルを示す、図２の拡大部分である。
【図４】図３に類似するが、ディスペンサパネルを掴むことができるように十分に作動化
したアクセスパネルを示す。
【図５】図４に類似するが、カートンから取り外されているディスペンサパネルを示す。
【図６】図６に類似するが、ディスペンサパネルをさらに取り外した状態を示す。
【図７】ディスペンサパネルが取り外されたカートンの片方からの詳細斜視図で、鏡像で
あるもう一方からの斜視図である。
【図８】本発明の第２の実施形態に従い、カートンを形成するために使用されるブランク
の平面図である。
【図９】第２の実施形態に従い、カートンから取り外されたディスペンスパネルを示す、
カートンの一部の詳細図である。
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